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今
回
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
害
を
受
け

た
石
川
県
輪
島
市
に
出
動
し
た
当
院
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
：
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Team

）
隊
員
の
皆
さ
ん
に
、
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
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Ｑ
．
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
ど
の
よ
う
な
チ
ー

Ｑ
．
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
ど
の
よ
う
な
チ
ー

ム
で
す
か
？

ム
で
す
か
？

Ａ
．
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
災
害
現
場
で
救
命

措
置
等
に
対
応
で
き
る
機
動
性
を
備
え
、

専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医

療
チ
ー
ム
で
、
災
害
現
場
で
医
療
活
動
、

被
災
地
の
病
院
支
援
、
広
域
医
療
搬
送

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

現
場
で
は
円
滑
な
活
動
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
医
療
機
関
ご
と
で

活
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、
他

の
医
療
機
関
の
隊
員
と
の
混
成
チ
ー
ム

で
活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
基
本

的
な
チ
ー
ム
編
成
は
、
医
師
１
名
、
看

護
師
２
名
、
業
務
調
整
員
１
名
の
４
名

で
す
。
こ
の
う
ち
、
業
務
調
整
員
は
、

薬
剤
師
、
放
射
線
技
師
、
事
務
職
な
ど

様
々
な
職
種
の
者
が
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
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Ｍ
Ａ
Ｔ
の
皆
さ
ん
は
特
別
な
資

Ｑ
．
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Ａ
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皆
さ
ん
は
特
別
な
資

格
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

格
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
厚
生
労
働
省
が
開
催
す
る
「
日
本

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
養
成
研
修
」
で
、
講
義

や
演
習
な
ど
を
受
講
し
、
試
験
に
合
格

す
る
と
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
」
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
す
。
当
院
に
は
22
名
の
隊
員

が
い
ま
す
（
医
師
５
名
、
看
護
師
８
名
、

薬
剤
師
１
名
、
診
療
放
射
線
技
師
２
名
、

臨
床
検
査
技
師
２
名
、
臨
床
工
学
技
士

１
名
、
事
務
職
３
名
※
令
和
６
年
12
月

末
現
在
）。

Ｑ
．
災
害
発
生
時
、
ど
の
よ
う
に
派
遣

Ｑ
．
災
害
発
生
時
、
ど
の
よ
う
に
派
遣

さ
れ
る
の
で
す
か
？

さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

静
岡
県
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
を
設
置

し
、
各
医
療
機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い

な
が
ら
、
派
遣
調
整
を
行
い
ま
す
。
被

災
現
場
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
チ

ー
ム
の
独
断
で
出
向
く
の
で
は
な
く
、

県
単
位
で
派
遣
部
隊
と
派
遣
時
期
を
決

定
し
ま
す
。
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Ｑ
．
現
地
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た

Ｑ
．
現
地
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た

か
？
か
？

Ａ
．
輪
島
市
東
端
の
町
野
地
区
が
活
動

場
所
で
し
た
。
輪
島
市
役
所
町
野
支
所

が
被
災
し
使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

避
難
所
で
も
あ
る
隣
接
中
学
校
内
に
設

け
ら
れ
た
仮
設
支
所
で
、
消
防
や
自
衛

隊
な
ど
様
々
な
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
本

部
調
整
業
務
や
避
難
者
の
回
診
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
信
頼
が
厚
い
町
野
地
区

唯
一
の
医
師
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、

そ
の
方
を
中
心
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

医
療
ニ
ー
ズ
は
既
に
落
ち
着
い
た
状
態

で
し
た
が
、
断
水
が
続
い
て
お
り
、
ト

イ
レ
の
使
用
方
法
が
大
き
な
課
題
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
．
日
頃
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て

Ｑ
．
日
頃
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て

い
る
の
で
す
か
？

い
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
や
政
府
訓

練
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
地
震
時
医
療
活

動
訓
練
へ
の
参
加
を
通
じ
、
発
災
直
後

や
数
日
内
で
も
被
災
地
で
円
滑
か
つ
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
技
能
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
力
を
磨
い

し
ま
し
た
。

　

現
地
に
向
か
う
際
に
、
医
療
資
機
材

の
ほ
か
寝
袋
や
食
料
、
飲
み
物
の
各
自

携
行
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
積

雪
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
の
大
型
車
両
（
バ
ン
）
が
必
要

で
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
手
配
に
苦
慮
し
ま

し
た
。

て
い
ま
す
。
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当
院
は
「
災
害
拠
点
病
院
」
で
あ
る

た
め
、
県
東
部
を
含
む
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
と
き
は
、
他
の
地
域
の
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
を
受
け
入
れ
、
そ
の
方
々
と
連
携

し
、
重
症
傷
病
者
の
救
命
に
あ
た
り
ま

す
。

　

皆
様
も
、
病
院
や
避
難
所
等
で
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

能
登
半
島
の
１
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
能
登
半
島
地
震
の
際
に
は
ど
の
よ

Ｑ
．
能
登
半
島
地
震
の
際
に
は
ど
の
よ

う
な
流
れ
で
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
か
？

う
な
流
れ
で
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
．
発
災
直
後
か
ら
、
当
院
の
隊
員
間

で
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
静
岡
県
と
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
院
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
県
の
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
第

６
次
隊
第
２
ク
ー
ル
（
令
和
６
年
１
月

20
日
～
24
日
）
で
輪
島
市
派
遣
が
決
定

１. 腕の痛みを訴える避難者を診察した整形外科の梶原医師は、患部の
状態などから骨折を疑い、ダンボールを添え木として代用し、応急処置
を行った。

２.情報収集と連絡調整が重要となる本部。衛星通信サービス「Starlink（ス
ターリンク）」により、通信環境は確保されていた。

３. 当院 DMAT は、令和６年１月 24 日に帰院し、１月 26 日に賴重市長
に活動内容の報告を行った。当院は、その後も、災害支援ナースの派遣
や DMAT 業務調整員の派遣（金沢市）を行った。

令和５年度静岡県総合防災訓練の様子

３.３. １.１.

２.２.



〒 410-0302　沼津市東椎路字春ノ木 550 番地

Te l ： 055-924-5100 （内線 2370）

Mail ： byoin-so@city.numazu.lg.jp
ぬまピタルに関するご意見 ・ ご感想をぜひお寄せください。
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― 市民のために　共に歩む病院 ―

臨床検査科が品質保証施設認証を受けました　　

　平成 30 年 12 月施行の改正医療法により、診療、施設の実情に応じた検査の正確性や精密性を

確認すること（精度管理）が以前よりも厳しく求められるようになりました。

　令和４年６月から一般社団法人日本臨床衛生検査技師会は、内部精度管理の実施状況や外部精

度管理調査の積極的な受検状況に基づいて臨床検査室の品質が保証され

ている施設を、品質保証施設として認証する制度の運用を開始しました。

PICKPICK
UPUP

ACP ( アドバンス・ケア・プランニング）【人生会議】PICKPICK
UPUP

～自分のことを自分で決めるために～

【当院の取組】

【品質保証施設認証制度】

　臨床検査科では、第三者機関が実施する様々な外部精度管理調査に参

加しています。そして令和６年、厳しい基準をクリアし、「品質保証施設」

に認証されました（上記 10 部門全て）。

　地域の皆様が安心して検査を受けられるよう、今後も高い精度を維持

していきます。

部門 臨床化学、血液、一般、免疫血清、微生物、輸血、細胞、生理、病理、遺伝子

【当院の取組】

　ACP とは、「もしも」のときに備えて、どのような医療やケアを望むかを、家族や信頼のおける人、

医療・介護従事者等と事前に話し合い、共有することです。厚生労働省では、これを「人生会議」

と言っています。「もしも」のとき、自分自身で意思表示できる状態とは限りません。事前に希望

を伝え、残しておくことが推奨されています。

　当院では、医師・看護師・ソーシャルワーカーで構成するチームで、

ACP に対応しています。最善の選択をするためには患者さんご本人や

ご家族からの情報が重要です。このため、「治療について考えていくた

めの質問用紙」に記入をお願いしています。

　この用紙を基にして、患者さんご本人やご家族、医療従事者で治療方

針の検討を行うとともに、「もしも」のときには、ご本人が重要視する

ことや人生観・価値観を踏まえた最善の選択ができるよう努めています。


